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瓢
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〉
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し
d
9
詳
9
ご
〉
三
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芝
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簑
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紛
。
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1
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．
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芽
ぢ
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二
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ド
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二
上
交
通
蓮
輸
の
機
器
口
、
緩
々
機
蓬
乙
て
、
地
上
に
地
下
に
軌
濫
は
網
状

を
呈
・
し
、
河
海
交
翅
の
離
舶
も
、
其
敗
ピ
霊
鑑
ど
に
、
驚
く
べ
者
聡
警
を
示

ご
、
水
陸
交
瓢
蓮
輸
の
機
關
は
、
愈
々
究
備
の
域
に
進
ま
ん
ミ
ぜ
り
。
さ
れ

ば
、
蓮
河
の
如
き
ば
、
一
見
陸
上
交
通
機
閣
の
爆
心
ゼ
ざ
り
し
時
代
の
揚
物

に
し
て
、
陸
上
機
蘭
の
灘
歩
ほ
、
語
漏
の
利
を
奪
び
、
而
も
澁
に
之
に
超
越

鴨
る
か
の
槻
な
き
に
あ
ら
ざ
る
べ
き
も
、
然
も
鍔
際
ぼ
全
く
之
に
反
こ
、
　
一

方
陸
上
機
醐
の
言
前
ミ
共
に
、
他
方
評
論
の
必
要
い
い
、
誰
々
識
者
の
浅
意
を

曳
き
、
嫌
に
維
隣
席
活
躍
ゼ
る
地
方
、
反
は
此
等
地
方
の
蓮
絡
こ
し
て
、
女

依
て
以
て
活
躍
ぜ
ん
ぐ
与
る
地
力
等
に
於
て
然
リ
ミ
な
す
。
基
特
に
運
輪
上

　
　
へ

賃
金
の
低
廉
・
ト
む
て
、
蓮
逡
力
の
甚
大
な
る
水
路
に
よ
”
て
、
陸
玉
器
悶
の

短
灰
を
輔
ひ
．
更
に
逸
ん
で
、
脇
方
石
膏
の
焚
展
を
匹
田
ん
ε
欲
す
る
爲
め

に
㌧
し
て
、
、
亦
現
代
二
一
泄
闇
…
題
ヒ
…
顯
著
な
ろ
一
埆
輿
勢
ぐ
」
い
ふ
べ
・
し
。
さ
れ
漕
ほ
、

諸
多
の
陸
上
交
蓮
機
蘭
を
有
ず
る
に
も
ゼ
よ
、
大
都
市
に
、
競
っ
て
運
河
の

開
墾
を
成
・
し
、
二
成
さ
ん
ε
ゼ
る
を
以
て
、
内
地
の
部
市
も
一
方
に
於
て
は

運
河
の
灌
こ
な
り
、
市
に
し
て
港
疑
る
水
苔
蔓
性
の
都
市
が
．
漸
時
多
き
を
諺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
や

鋤
へ
つ
・
あ
る
を
見
る
も
偶
然
な
ら
ざ
る
を
湘
る
べ
・
t
c
此
故
に
、
蓮
河
が

工
攣
上
、
紳
濟
皐
上
、
或
は
外
炎
上
、
政
治
上
の
｝
大
問
題
れ
り
得
る
ミ
共

∵
ト
、
　
我
が
翫
堀
理
墨
・
上
よ
り
憾
兇
う
も
、
　
正
に
油
日
H
す
べ
四
二
よ
八
問
題
糞
ら
弗
9
ば
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も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ち

あ
ら
す
。
ス
エ
ズ
、
パ
ナ
マ
の
如
き
世
界
的
蓮
河
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
國

内
二
河
の
如
き
亦
然
リ
ミ
な
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
り
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
わ
　
　
や
　
　
ち

此
の
小
珊
子
は
、
蓮
河
ε
商
業
血
肥
ミ
の
陶
器
を
究
め
ん
ミ
ず
る
が
、
主
眼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
や

に
こ
て
．
先
づ
世
界
古
今
蓮
河
の
大
勢
を
述
べ
、
「
ニ
ュ
ー
ヨ
・
ー
ク
の
蓮
洞
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

に
つ
キ
そ
、
蓮
河
の
必
要
、
蓮
河
機
器
の
経
過
、
・
；
…
∋
ー
ク
事
、
運
弼

ミ
の
岩
鼻
、
蓮
河
ε
鐵
箔
置
の
關
係
等
を
詳
号
し
，
現
晧
の
問
題
れ
る
パ
ナ

マ
溶
融
を
始
め
、
亜
米
測
加
の
諸
大
運
河
を
説
き
、
轄
こ
て
、
現
価
の
運
河
闘

題
世
界
航
纒
の
部
門
等
に
就
き
イ
、
概
読
し
れ
る
も
の
陥
り
。
本
書
の
記
蓮
が

り
　
　
も
　
　
も
　
　
も

　
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
ち

亜
来
魂
加
合
衆
國
の
事
項
に
編
戸
ろ
の
傾
あ
る
は
、
同
國
が
運
河
蟹
達
上
世

界
に
冠
六
ろ
事
は
勿
論
黙
れ
ご
、
叉
著
者
が
同
國
入
な
る
事
も
亦
索
因
糞
る

べ
こ
。
其
蓮
河
の
人
丈
に
及
ぼ
す
影
響
に
閥
・
し
て
叙
蓮
厄
ろ
所
は
、
靴
を
隔

て
・
痒
き
を
か
く
の
槻
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
ご
、
之
は
理
論
よ
り
は
寧
ろ
實
際

的
方
面
に
重
き
を
置
け
る
本
書
に
封
ず
る
不
當
の
逡
懲
に
し
て
，
本
書
の
艀

徴
赴
亦
雌
に
あ
る
を
思
は
ざ
る
、
雰
ら
す
。

懸
河
間
顕
に
關
し
て
は
英
丈
の
も
の
に
て
も
必
ず
し
も
、
謬
考
害
に
乏
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

　
　
　
　
も
　
う
　
も
　
　
　
　
も

、ザ

ｷ
。
又
ス
エ
ズ
、
パ
ナ
マ
爾
…
蓮
河
の
如
↑
キ
・
、
山
跳
は
支
那
の
大
蓮
河
の
脳
期
寄
、

に
聡
い
、
篇
残
の
滲
考
書
も
多
け
れ
ご
、
漉
く
世
界
に
亘
っ
て
、
蓮
河
の
み
を

取
級
へ
る
も
の
ミ
・
し
て
は
，
未
だ
多
～
・
現
は
れ
重
。
”
此
意
味
に
■
於
イ
、
、
，
此
小

黒
子
ば
斯
界
門
の
半
値
…
な
る
資
料
ミ
・
し
で
・
、
座
右
に
備
…
ふ
べ
・
意
の
借
ハ
敏
あ
ろ
べ

・
し
ρ
〔
内
田
〕



　
　
　
劔
r
犀
5
瓢
》
撃
灘
〇
一
臨
”
ゴ
拓
転
ζ
一
群
（
勲
ミ
鍵
和
詩
・
㍉
謎
ぷ
、

　
　
　
　
』
箏
ミ
冥
）
H
・
9
乙
9
舜
お
ぶ
　
　
畷
ρ
い
。

織
廉
騨
便
に
し
て
、
墨
引
の
警
及
を
鳳
的
建
ぜ
る
鵡
版
物
が
、
割
勘
ミ
し
て

英
國
に
表
は
る
」
に
、
厭
忌
語
中
英
藷
を
主
ご
煙
ろ
我
同
人
よ
り
見
て
も
喜

ぶ
べ
き
現
象
建
い
ば
ざ
る
べ
か
ら
す
。
就
中
」
地
理
學
、
史
學
に
關
す
る
も

の
の
数
多
を
含
む
も
の
に
は
、
廿
五
銭
本
ミ
・
し
て
、
℃
8
旨
．
ω
こ
び
鑓
曙
の

如
き
あ
擁
、
五
＋
二
本
ミ
し
て
に
、
¢
ω
・
建
H
・
蹄
び
遷
ざ
霧
。
累
慧
g
、
・

同
』
耳
鷺
鳩
”
6
プ
。
咳
。
昌
急
U
一
｝
肖
畦
ざ
及
び
図
く
。
蔓
巴
讐
、
鵬
ピ
皆
旨
蔓
等
の

如
き
あ
り
。
本
書
の
鵬
す
ろ
国
。
彰
o
d
三
諾
邑
4
ピ
笹
話
弓
団
の
如
き
も
、

共
一
に
し
て
、
亦
優
秀
な
る
叢
婁
六
叫
。

血
目
。
彰
。
⊆
二
く
。
畠
…
蔓
H
嵩
｝
）
話
d
．
は
紛
縛
上
中
に
隣
ぜ
る
が
既
列
の
も
の
を
逓

覧
す
る
に
史
學
地
理
學
に
漏
す
る
も
の
甚
だ
多
く
、
其
主
要
索
る
も
の
に
て

　
も
　
も
　
ミ
　
も
　
　
る
も
　
も

も
奥
高
歯
係
の
も
の
に
は
津
窪
島
ほ
く
二
三
§
報
募
ε
曙
o
h
づ
、
鴛
p
蓬

寄
p
β
寓
①
（
圃
ぎ
①
〈
a
M
霞
。
℃
ρ
目
拓
㌘
冨
身
§
自
学
。
へ
【
。
営
↓
嘗
①
肋
の

如
き
、
或
は
寓
置
ε
曙
o
h
O
舞
爵
旨
0
9
最
拓
U
”
ヨ
リ
o
h
頴
蜂
。
曙
｝
日
7
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
も
　
り
　
も
　
も
　
　
も
　
ヤ

冨
…
湾
。
麸
。
｛
．
寧
嘱
ぎ
昌
3
男
。
皆
⑦
等
の
如
き
あ
り
G
女
地
理
學
に
解
す
る
も
＼

も

の
に
は
該
。
幽
①
舅
O
㊦
o
嘩
p
客
受
り
堵
。
ご
討
議
拷
覧
。
舞
二
§
”
§
器
O
唱
窪
冒
σ
Q

d
唱
o
h
｝
門
獣
0
2
目
冨
｝
包
旨
窟
一
譲
。
ユ
9
雲
ゾ
。
図
＜
9
’
a
9
げ
◎
h
ぎ
ユ
諺
ぼ
ざ

》
m
詳
〇
二
〇
営
ざ
O
巳
銭
2
0
一
ぎ
9
0
曾
畠
づ
．
白
露
醇
》
〉
コ
9
8
冨
ざ
船
団
等
あ

り
、
此
に
紹
介
ぜ
ん
婁
す
ろ
本
書
の
如
き
も
一
寸
共
一
な
り
。
藩
者
ね
英
入

幕
一
心
　
　
紹
介
　
　
圃

書

　
　
　
し
　
　
も
　
も
　
ち
　
も
　
も

ε
し
て
ア
ル
プ
ス
山
脈
に
鵬
劃
・
し
て
は
相
當
に
造
詣
を
有
す
ろ
人
。
本
書
は
主

　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
し

ご
し
て
ア
ル
プ
ス
登
山
の
歴
庚
を
叙
蓮
ゼ
う
も
の
に
じ
て
、
中
世
に
於
け
る

む
　
　
も
　
し
　
ゐ
　
も
　
も
　
　
あ
　
も
　
も
　
も
　
も
　
も
　
し
　
　
ヨ
　
や
　
　
　
　
も
　
も
　
カ
　
　
も
　
　
リ

ア
ル
プ
ス
に
興
す
ろ
地
理
上
の
智
識
や
，
ハ
ン
ニ
バ
ル
を
筆
頭
ぐ
」
・
し
て
、
古

　
　
　
　
　
　
も
　
　
う
　
　
も
　
　
も

典
に
表
に
る
、
ア
ル
プ
ス
横
凱
者
“
就
き
て
略
醸
し
れ
る
後
、
其
本
論
に
入

　
　
　
　
　
　
　
や
　
も
　
　
も
　
　
へ
も
　
し
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
し

り
、
一
七
三
九
年
エ
ン
グ
レ
ベ
囁
ル
グ
の
儒
侶
F
先
鞭
を
付
け
ら
れ
れ
ろ
ア
ル

も
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

プ
ス
登
山
が
現
隠
の
隆
盛
を
來
で
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
ば
縷
述
ゼ
る
も
の

　
　
　
b
　
，
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
b
　
、
　
、
　
、

な
り
。
ア
ル
プ
ス
の
高
峯
中
最
初
に
頂
上
を
究
め
ら
れ
敦
る
モ
ン
ブ
ラ
ン
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
や
　
　
め
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も

山
に
T
は
一
七
八
六
年
ヂ
ヤ
ソ
ク
バ
ル
マ
ー
ト
の
登
山
談
を
述
べ
．
弔
ン
テ

セ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
め
　
　
へ
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

ロ
ー
ザ
に
於
け
る
ベ
シ
ク
、
ヒ
ェ
ト
ロ
チ
ヨ
ル
ダ
ン
を
説
き
、
か
く
て
チ
ロ

も
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
も
　
　
ネ

ー
ル
地
酒
力
に
於
の
る
グ
ロ
ス
グ
ロ
シ
ク
ナ
ー
や
科
墨
・
者
ヒ
エ
勝
論
ア
を
始
め
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
も
　
も
　
ち
　
　
　
　
も
　
も
　
も

・
し
で
．
學
澹
の
墨
・
避
止
闘
研
究
の
耽
進
蓮
を
談
り
一
八
五
閃
一
年
井
ー
リ
ス
の
エ
ソ
タ

ト
　
ヤ
　
ヤ
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
も
　
う

ー
ホ
ン
登
由
を
始
め
ミ
し
層
て
、
英
人
の
ア
ル
プ
ス
登
山
巻
が
ア
ル
プ
ス
各
地

に
活
動
尊
し
事
よ
り
、
最
も
鼠
色
儲
る
マ
ツ
タ
差
水
ー
ソ
の
先
登
競
争
ε
井

も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

シ
バ
ー
の
冒
瞼
的
先
登
談
に
ア
ル
プ
ス
・
譜
高
峯
先
登
者
の
幕
を
㎜
閉
ぢ
、
韓
…
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
も

て
「
丈
學
上
に
表
は
れ
司
る
ア
ル
プ
ス
」
を
記
載
ぜ
り
。
挙
易
な
ろ
丈
宇
に

て
興
味
あ
る
事
實
を
逓
俗
的
じ
記
述
困
る
も
の
に
し
て
、
猟
師
鱈
侶
等
の
登

山
ぶ
瞬
始
ま
り
て
好
事
家
冒
瞼
家
の
髭
登
競
翁
の
蒔
に
移
り
、
か
く
て
學
徳

概
究
的
登
出
の
時
期
に
蓮
苞
・
し
事
及
登
出
攣
曾
、
倶
樂
部
慰
遙
本
書
に
よ
り

て
此
ハ
練
に
概
を
窺
ひ
得
べ
く
，
及
夕
照
の
…
歴
史
稜
藩
の
纏
渦
…
が
我
國
の
そ
れ
ミ

第
四
號

一
七
九
　
（
竜
四
四
）



策
一
図
　
　
紹
介
　
　
隠

書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
し
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
に
趣
を
同
ゼ
る
も
興
味
あ
り
こ
い
ひ
つ
べ
・
し
Q
ア
ル
。
同
，
・
ス
に
欧
…
翻
人
十
…
ご

謬
る
べ
か
ら
ざ
ろ
爾
係
あ
る
を
以
て
其
登
拠
の
機
器
に
關
す
る
書
籍
も
亦
甚

少
な
か
ら
す
ミ
い
へ
こ
も
、
簡
明
に
㌔
し
て
癒
俗
的
に
然
も
罪
畢
軍
馬
な
ら
す

し
て
斯
く
の
如
く
牛
津
・
し
罵
る
も
の
に
豪
だ
曾
て
之
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
我
國

に
於
て
も
、
漸
く
趣
雷
趣
味
の
勃
興
し
営
業
熱
の
旺
盛
な
ら
ん
、
こ
で
る
ご
き
／

一
駿
好
山
家
は
勿
論
、
中
等
空
券
の
塗
考
書
亨
し
て
、
亦
三
夏
の
資
料
ビ
し

て
推
奨
ぜ
ん
ミ
欲
す
る
も
の
な
む
。
〔
内
頃
〕

　
　
　
㈱
翻
O
㎜
鳥
O
「
欝
O
⑲
ρ
日
づ
．
こ
　
幣
8
世
盛
讐
畠
　
穿
〇
三
①
ぎ
u
・

　
　
　
　
o
h
H
裁
一
p
（
き
、
ミ
9
譜
、
、
蔑
貸
』
§
ミ
）
、
）
H
6
票
｛
σ
づ
曜
・
o
伍
◎

飴
属
を
説
く
に
、
先
づ
其
位
地
の
自
然
地
理
的
繰
件
に
着
潤
す
．
へ
き
は
董
當

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
も
　
も
　
や
　
も

然
に
㌔
し
て
、
夢
脚
者
も
亦
、
先
度
住
民
の
研
究
に
就
き
て
は
い
、
カ
ソ
ヂ
エ
ス
河

二
野
，
及
地
墨
上
胃
宿
上
の
要
脅
ε
、
其
敗
治
吏
研
究
の
要
亡
梗
概
ビ
を
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
も
　
の
　
あ

べ
、
（
印
度
な
る
名
穂
b
μ
、
最
一
層
け
h
、
　
イ
ン
次
7
洞
を
意
瞭
伊
ぜ
・
し
も
の
が
9
後

嬢
張
返
ら
れ
て
篭
イ
ン
ダ
ス
河
及
び
其
支
流
流
域
地
方
を
意
関
す
る
に
至
り

逡
に
今
日
の
如
き
贋
大
な
ろ
地
域
の
名
禰
電
な
り
れ
リ
ミ
）
歴
庚
、
民
族
．

階
級
制
漫
、
宗
敏
、
維
済
生
渚
等
を
設
明
し
て
、
英
國
の
印
度
政
餓
、
及
び

土
人
の
政
治
を
黒
き
、
統
治
上
の
諸
問
題
ご
、
激
治
的
及
猷
會
的
活
動
ご
を

知
ら
む
め
ん
ε
努
め
居
れ
頭
。
統
治
上
の
問
題
ミ
し
て
は
、
共
一
軍
事
上
現

行
義
務
兵
組
織
が
、
財
政
上
多
大
の
苦
痛
を
感
ぜ
し
む
る
ご
號
こ
も
、
致
ハ
兵

員
を
減
少
す
ろ
事
の
嗣
田
上
不
利
な
る
を
認
め
、
印
度
の
防
禦
上
、
尤
も
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
瞳
號
　
　
一
入
○
　
（
七
四
五
）

算
す
べ
き
は
、
北
西
五
境
に
し
て
、
震
動
、
画
素
畿
糞
や
及
び

も
　
　
も
　
　
も

露
西
亜
は
、
實
に
其
假
想
危
岩
の
物
要
牲
ミ
な
ぜ
リ
。
其
ご
民
致
上
ド
於
て

は
、
工
業
及
通
商
政
策
を
第
一
ミ
し
、
之
に
蓮
露
・
し
て
、
住
民
の
都
布
集
注

の
救
滴
電
衛
生
状
態
の
改
善
ε
の
最
翼
の
法
家
に
、
土
入
敏
育
に
あ
り
“
㌫
闘

い
し
、
惣
町
他
、
司
法
事
務
・
改
革
の
要
を
唱
へ
、
憎
契
に
此
等
改
善
に
要
す
る
経
蟄

は
、
諜
親
の
み
に
瓢
ら
ん
ご
す
る
に
、
ネ
當
に
こ
て
宜
く
低
利
の
英
資
公
慨

に
待
つ
べ
・
し
ε
な
し
、
政
治
的
及
び
就
・
曾
的
活
動
の
章
に
於
て
は
、
印
度
人

の
飼
人
異
同
を
左
右
す
る
献
會
、
宗
敏
及
び
敵
府
の
三
方
面
に
馴
す
る
蓮
動

ミ
著
看
の
意
見
建
を
披
露
し
、
以
て
印
度
の
内
情
の
一
班
を
窺
は
し
む
。

從
坐
印
護
に
畏
し
て
は
、
地
理
學
上
の
晶
帯
も
大
に
遙
捗
し
．
公
私
の
報
皆

著
書
は
勲
に
於
て
も
、
甚
だ
多
く
質
に
於
て
も
．
纏
威
あ
る
も
の
少
か
ら
ず

．
然
も
小
班
子
に
よ
け
て
、
入
尊
上
の
魏
念
を
幸
う
に
澱
す
る
も
の
に
至
っ
て

は
，
乃
ち
多
く
之
あ
ら
す
。
本
書
の
如
き
に
、
其
欠
陥
を
補
充
す
る
一
つ
ミ

ロ
兄
る
事
を
得
べ
・
し
O
亦
、
　
中
鱗
耀
敏
捷
の
皆
野
料
れ
・
b
ん
0
〔
内
田
〕

　
　
　
　
も
　
も
　
ヵ
　
も
　
も
　
　
も

　
　
　
翻
賓
版
地
誌
解
題
　
　
署
員
萬
吉
著

近
來
郷
土
研
究
の
顯
碧
な
る
進
蓮
α
、
縣
志
馬
簾
市
村
町
所
等
の
編
輯
出
版

を
促
し
、
勉
方
に
は
叉
古
地
誌
類
の
雪
行
ぜ
ら
ろ
・
あ
り
て
、
其
稗
贅
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
も
　
　
も

研
一
蛍
に
■
斑
墨
－
、
　
地
風
｛
學
の
方
面
の
み
に
止
ら
ま
ら
ざ
ろ
．
へ
・
し
O
然
る
に
混
書
…
刊

ち
　
　
も
　
　
の
　
　
も
　
　
も

行
禽
刊
行
本
等
に
牧
め
ら
る
・
地
誌
閥
辻
三
書
、
近
く
は
歴
史
地
理
學
會
の

　
　
　
　
　
あ
　
も
　
も
　
も
　
ヤ
　
も
　
ぬ
　
　
　
　
　
も
　
へ
　
も
　
も

五
行
に
係
る
大
目
本
地
誌
大
系
又
は
京
都
叢
書
中
の
聖
者
の
書
き
、
一
見
其



書
袈
に
よ
り
イ
㌧
、
其
内
容
の
闘
係
ぜ
る
地
方
、
及
取
扱
穿
れ
☆
る
方
藩
等
に
翻

す
み
概
念
を
得
ん
事
難
き
も
の
紗
な
か
ら
ざ
ろ
は
、
少
し
く
此
方
面
に
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
ぬ
　
　
カ

ぜ
る
入
の
均
し
く
感
ず
る
所
な
る
べ
・
し
。
於
是
乎
、
害
人
は
和
田
萬
吉
氏
の

古
版
地
誌
の
解
題
に
翠
し
て
、
多
大
の
期
待
を
有
ず
う
も
の
な
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う
　
　
も
　
　
し
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

既
書
牧
む
る
灰
に
，
獲
行
者
和
田
二
四
耶
氏
り
「
熟
懇
地
誌
類
中
の
古
版
及

中
古
版
に
隣
す
う
も
の
蹴
十
種
を
圭
ε
・
し
、
之
に
加
ふ
る
に
今
後
敗
貯
の
指

値
あ
る
も
の
及
窺
本
に
し
て
版
本
ミ
蜀
照
す
う
に
可
な
る
も
の
概
種
を
以
て

ぜ
る
に
止
ま
り
、
古
販
申
出
に
稀
襯
珍
奇
に
薦
す
る
も
の
著
干
を
逸
ぜ
リ
ミ

錐
も
、
此
等
は
他
口
の
塘
補
に
徳
ち
、
今
は
姑
く
稿
本
の
繊
ε
ぜ
り
し
「
題
し

て
古
版
即
地
馳
附
解
願
［
ミ
云
ふ
。
肩
肱
中
幕
鋤
本
敬
聴
を
山
薬
へ
亙
れ
ご
甲
西
本
の
多
ゾ
斗
層
に

慧
リ
ィ
、
姑
く
幸
く
名
づ
け
六
る
な
り
」
ぜ
、
以
て
本
書
攻
録
の
大
膿
を
察
す

べ
・
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も

解
題
地
誌
の
地
方
分
霜
を
見
る
に
、
全
國
及
諸
國
一
四
、
畿
内
二
、
山
城
二

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
し
　
　
も
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ち

二
（
内
別
本
五
）
、
大
和
七
、
河
内
一
、
和
泉
二
、
撮
津
一
〇
、
東
海
道
四
、

郵
一
・
塾
一
・
鍵
五
（
内
梨
二
）
、
旱
天
欝
乎
三
、
器

道
一
・
建
ぎ
・
簿
て
葡
潔
塑
・
欝
ご
・
評
九
＋
三
（
内
別
本
九
）

に
し
て
、
各
偲
に
就
き
、
著
巻
刊
行
山
腹
其
年
盛
挿
躍
の
有
無
及
大
さ
、
丁

麟勘

y
行
山
乎
鋤
M
等
を
瓢
・
し
，
龍
ハ
内
血
谷
を
解
…
設
・
し
叉
舗
諮
々
、
原
本
b
獅
絵
脚
、
　
水
丈
の

霧
箕
を
入
れ
て
早
撃
を
偲
ば
ひ
む
，
本
書
に
牧
め
ら
る
》
も
の
・
中
に
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
カ
　
も
　
へ
　
も
　
も
　
ヤ

共
名
目
に
よ
り
て
一
見
内
容
の
連
想
を
猫
ざ
う
も
の
は
、
　
一
髪
玉
鉾
名
所
都

第
一
懸
　
　
紹
　
介
　
　
圃

終

レ
　
　
、
　
、
　
｝
　
塾
　
　
、
　
、
　
、
　
じ
　
、
　
　
　
隻
、
　
、
　
、
　
レ
　
b
　
　
㌃
　
、
　
　
、
　
b
　
レ
　
勉
、
　
㌧

鳥
覧
H
本
鹿
子
、
聖
遷
萬
葉
叢
，
徳
永
樋
久
紀
行
、
京
董
．
幽
來
磐
京
土
産

も
　
　
も
　
　
も
　
　
な
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
ち
　
　
い
　
　
し
　
し
　
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
　
　
も
　
　
ね
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
し
　
　
も
　
　
カ

京
羽
二
重
軍
内
蔑
雛
塾
菟
藝
漏
赴
、
江
戸
純
の
子
、
紫
の
一
本
．
通
會
二
等

少
な
か
ら
す
。
蘇
に
本
書
の
解
題
に
待
つ
所
多
か
る
．
へ
し
、
（
和
閏
維
四
鄭
擬

行
　
償
二
、
八
0
）
〔
内
田
〕

　
　
．
　
⑳
難
　
　
　
誌

　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
セ
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ル
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
醗
日
本
古
代
の
追
放
刑
論
　
薄
墨
博
士
．
三
浦
周
行

　
　
　
　
（
山
尿
郷
忠
勇
曾
等
等
鱒
第
十
一
巻
五
號
⊥
ハ
號
謹
選
蛭
川
齢
脳
）

本
刑
の
灘
源
に
蓬
く
上
古
の
所
縄
千
位
置
戸
に
画
す
る
も
、
血
中
古
法
及
び

典
式
法
ミ
潤
る
麿
構
に
存
ぜ
す
、
唯
多
少
こ
れ
に
河
幅
行
る
移
郷
を
適
用
し

て
鴻
放
を
實
行
上
る
は
、
適
々
共
我
固
有
法
に
・
し
て
支
那
法
の
影
響
を
受
け

坐
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
の
離
な
り
。
武
家
時
代
ぐ
、
な
刃
て
も
朝
廷
の
、
抵
放
刑

に
劉
す
る
方
針
は
申
古
に
異
る
こ
ε
な
く
移
郷
の
法
女
に
拘
束
ぜ
ら
れ
六
る

も
幕
府
に
至
っ
て
に
朝
廷
の
法
制
に
拘
溌
す
る
こ
ε
な
く
、
右
大
賊
家
の
例

書
し
て
、
後
の
準
益
す
ろ
ミ
こ
ろ
こ
な
”
、
貞
永
武
目
亦
追
放
鋼
を
探
用
ゼ
リ

而
し
て
面
謝
に
於
い
て
は
、
所
顛
知
響
を
原
則
ご
ぜ
る
幕
麿
卿
家
人
に
は
追

放
刑
に
腱
ゼ
し
ε
な
か
り
し
如
し
。
室
町
幕
府
亦
大
言
に
於
い
て
燕
式
縛
及

び
疸
撫
の
精
騨
を
纒
受
ぜ
・
し
が
、
脇
戸
時
代
に
入
る
や
、
纏
放
刑
存
…
腰
の
論

盛
ん
に
起
れ
り
。

江
戸
蒔
代
の
追
放
刑
は
刑
決
申
の
主
要
な
る
地
位
を
占
む
る
も
の
に
し
イ
、
．

墨
刑
法
れ
る
御
定
書
第
頁
三
條
に
其
種
類
を
鯛
羅
ゼ
婦
。
醗
も
其
種
類
の
繁

舞
四
號

一
買
八
一
　
　
（
レ
㌔
m
幽
山
ハ
）


